《個人向け営業》

職務経歴書

20xx 年1 月1 日現在

氏名　○○　○○
■職務内容


19xx 年4 月 　○○住宅販売株式会社 入社、大阪展示場に配属
一般家庭を対象とした注文住宅の提案・販売活動を行う。
展示場来場者への接客活動を中心とした反響営業及び一般家庭への飛び込み営業
【担当地域】大阪市及び周辺地域
【担当顧客】2 年以内に着工予定の顧客(個人)を常時50 件管理　　　　　　　　　　　　　※2
【接客件数】平均して月80 件
【契約件数】19xx 年度：4 件（支社内順位14 名中3 位）
19xx 年度：6 件（支社内順位16 名中2 位）


20xx 年4 月 　船橋展示場（千葉県）に異動
関東進出に伴い、船橋展示場新規オープン準備から接客、販売までを行う。
展示場来場者への接客活動を中心とした反響営業及び一般家庭への飛び込み営業
【担当地域】千葉県全域及び東京都23 区
【担当顧客】2 年以内に着工予定の顧客(個人)を常時100 件管理
【接客件数】キャンペーン含め月120 件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※3
【契約件数】20xx 年度：4 件（支社内順位18 名中3 位）
20xx 年度：7 件（支社内順位22 名中1 位）


20xx 年9 月　 一身上の都合で同社退職、現在に至る

■私の貢献できる事項
１）顧客ニーズのヒアリングから、掘り下げ、提案までのプラン作成、競合や顧客の安直な発想から理想
の提案へと導くストーリー展開を描くことが出来ます。
２）顧客と率直な意見交換を行うことで誠意をアピールしました。顧客宅を頻繁に訪問し、ニーズに迅速に
対応することで顧客の信頼を獲得しました。
３）独自のデータベースによる徹底した顧客管理体制は、他営業の手本とされてきました。

■表彰　※5
20xx 年度下半期、20xx 年度上半期、連続ＭＶＰ受賞
■資格　※6
・宅地建物取引主任者（19xx 年）
・インテリアコーディネーター（19xx 年）　　　　
■自己PR　※7
現在までの５年間、戸建て注文住宅の営業職に従事してまいりました。新規顧客の開拓や価格の折衝、
売上管理、事務処理など、主に営業関連業務の様々な経験を積む中で、自分自身の成長も感じてまいり
ました。注文住宅は購買者にとって夢のある、一生の（高額な）商品であり、納得して喜んで購入して
いただくものと考えます。そのためには様々な知識のみならず、挨拶から始まるお客様への対応が非常
に大事である事を実感しています。お客様のニーズ・ご要望を引出し、的確な提案を仕掛けていくこと
は私の最も得意とする所です。
その上での、不動産及び建築に関する専門知識習得の重要性も感じ、自己研鑚として「インテリアコ
ーディネーター」及び「宅地建物取引主任者」の資格を取得し、営業に役立てております。また、節税
対策に関するご相談に関しては社内マニュアルの作成リーダーとしてプロジェクトに携わるなど、知
識・ノウハウの蓄積に自信を持っています。
しかし、私が最もＰＲさせていただきたいことは、お客様から好かれ、信頼されることによって、成
果をあげてきたということです。一営業マンである以前に、一人の人間としてお客様に接したことが、
自分のもつ知識・ノウハウと相まって結果につながったのもと考えます。
以上

※1　会社概要記載することで、業務内容や規模をイメージさせることができます。

※2　顧客の属性の絞込みや管理方法など、自分なりの工夫があれば記載します。

※3　実績を出す場合、その数字に客観性を持たせるため、順位や達成率などを併記します。

※4　数字に表れない実績やセールスポイントなど自分なりのこだわりや、戦略を別途まとめます。

※5　表彰歴も重要なアピール要素です。

※6　関連する資格も忘れずに記載しましょう。

※7　自己PR欄の使い方は自由ですが、営業スタイルや経験、特技、自己啓発要素、将来の展望などを、具体的なエピソードを交えながらアピールしましょう。

※8　職務経歴書のボリュームの目安は1～2枚程度です。ただし、なるべく用紙の最後まで使いきり、空白を残さないようにしましょう。

○○住宅販売株式会社（19xx 年4 月～20xx 年9 月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1


　事業内容：高級注文住宅、分譲住宅の設計、施行、販売


資本金：０００億円、売上高：００００億円（00 年度）、従業員数：００００名





＜提案営業の実績＞


地元不動産会社との協賛により来場者に対し、住宅部分のみでなく実際の宅地も併せて紹介する「土地紹介付きキャンペーン」を実施。期間中の展示場売上げを対前年比１２０％と大きく伸ばした。





＜提案営業の実績＞


来場者アンケートシートの作成。営業効率を高めるために質問事項を見直しつつ、解答時間を短縮するよう改善を加えた。さらに、データベース化の提案も行う。　　　　　　　　※4








